
　

　

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
会
計
な
ど
13
事

業
の
歳
入
決
算
額
は
１
３
５
８
億 

５
７
２
０
万
円（
同
８・
２
％
増
）、

歳
出
決
算
額
は
１
３
２
７
億
３
１ 

３
０
万
円（
同
７
・
１
％
増
）と
な

り
ま
し
た
。

市
債
残
高

　

一
般
・
特
別
会
計
、
企
業
会
計

を
合
わ
せ
て
３
３
２
８
億
２
９
１ 

４
万
円（
同
０
・
６
％
減
）と
な
り
、

前
年
度
よ
り
20
億
６
２
４
８
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

最
終
予
算
額
は
、
１
９
４
０
億 

１
９
７
９
万
円（
対
前
年
度
比
４
・

０
％
増
）で
、
そ
の
う
ち
歳
入
決

算
額
は
１
８
２
１
億
４
６
１
８
万

円（
同
３
・
６
％
増
）、
歳
出
決
算

額
は
１
７
６
８
億
３
８
８
２
万
円

（
同
４
・
０
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

歳　
　

入

　

給
与
所
得
が
依
然
と
し
て
低
迷

し
個
人
市
民
税
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
法
人
市
民
税
は
国
内
景
気
の

持
ち
直
し
傾
向
に
伴
い
企
業
業
績

が
上
向
き
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
よ
り
６
億
５
５
４
３
万
円

の
増
収
で
、
市
税
全
体
の
収
入
額
は

６
６
５
億
５
６
４
４
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
９
億
７
６
３
７
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
地
方

交
付
税
は
社
会
保
障
関
係
経
費
の

増
大
に
よ
り
８
億
３
４
４
０
万
円
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。

歳　
　

出

　

生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の
増
加

に
伴
い
、
民
生
費
が
７
４
１
億
４ 

８
４
１
万
円（
同
６
・
７
％
増
）で
全

体
の
41
・
９
％
を
占
め
ま
し
た
。

次
い
で
衛
生
費
が
２
１
２
億
６
１ 

３
１
万
円（
同
35
・
０
％
増
）、
土

木
費
が
１
８
６
億
１
８
５
８
万
円

（
同
１
・
２
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
・
効
率
的
に
配
分

す
る
こ
と
に
努
め
る
中
で
、
子
ど

も
に
係
る
医
療
費
助
成
の
拡
大
や

子
宮
頸け

い

が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
の
実
施
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の

園
庭
芝
生
化
な
ど
、
子
育
て
や
健

や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
を

整
備
す
る
事
業
を
は
じ
め
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る
た

め
の
小
中
学
校
校
舎
な
ど
耐
震
化

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
将
来
の
市
民
生
活
を
見
据

え
た
本
市
の
根
幹
を
な
す
重
要
事

業
の
一
つ
で
あ
る
新
西
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
か
ん
き
つ
農

家
の
有
望
品
種
へ
の
転
換
支
援
、

ま
つ
や
ま
産
業
ま
つ
り
の
開
催
、

中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
、
瀬
戸

内
・
松
山
構
想
に
基
づ
い
た
新
た

な
旅
行
商
品
の
開
発
や
ま
つ
や
ま

農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
な
ど
に
よ
る
観
光
や
物

産
の
振
興
と
合
わ
せ
、
切
れ
目
の

な
い
地
域
経
済
対
策
と
し
て
道
路
、

農
道
、
水
路
な
ど
の
身
近
な
都
市

基
盤
整
備
な
ど
、
市
政
の
重
要
課

題
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

財政
特集

平
成
23
年
度 

財
政
事
情
の
公
表

〜
家
計
を
知
っ
て 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

実
質
収
支 

54
年
連
続
黒
字

公
営
企
業
の
業
務
状
況

平
成
23
年
度

　

平
成
23
年
度
の
本
市
財
政
事
情
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
使
っ
た
お
金
は
、
一
般
会
計
１
７
６

８
億
３
８
８
２
万
円
、
特
別
会
計
１
３
２
７
億
３
１
３
０
万
円
で
、
総
額
３
０
９
５
億
７
０
１
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
22
億
４
６
７
３
万
円
で
、
54
年
連
続
で
黒
字
を
確
保
し
ま

し
た
。
実
質
単
年
度
収
支
は
２
億
１
８
１
５
万
円
で
、
５
年
ぶ
り
に
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

は
市
税
の
増
収
や
合
理
的
・
計
画
的
な
事
業
の
執
行
に
努
め
た
こ
と
で
す
。
本
市
は
健
全
な
財
政
運
営

を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
、
引
き
続
き
将
来
に
向
け
た
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

平成23年度　一般会計決算　　

　　  　一般会計決算を　家計に換算した場合
※年収300万円（月収25万円）の家計

歳入歳出

入ったお金
約1,821億円
市民１人当たり
約35万円

市税
37％

国庫支出金
20％

地方交付税
15％

市債
9％

県支出金
6％

その他
13％

市民の皆さんが納めたお金
665億5,644万円

国から入るお金で、使い
道が決められているもの
373億1,407万円

国から入るお金で、
使い道が自由なもの
276億113万円

道路や建物を造る
ために、国などか
ら借りたお金
167億2,030万円

県から入るお金で、使い
道が決められているもの
105億2,097万円

商工費・農林水産業費

使ったお金
約1,768億円
市民１人当たり
約34万円

民生費
42％

衛生費
12％

土木費
10％

公債費
10％

総務費
9％

教育費
8％

5％

消防費3％
その他1％

お年寄りや障がいが
ある人、子育てなど
を支えるために
741億4,841万円

病気を予防したり、
ごみ処理や環境を
守るために
212億6,131万円

道路や公園などを
整備するために
186億1,858万円

国などから借りた
お金を返すために
183億2,385万円

職員の給料や
財産の管理、
選挙経費などに
165億5,702万円

学校を整備したり、
スポーツや文化などを
盛んにするために
136億5,898万円

商業や農業を盛んにするために
82億2,102万円 火災予防や消防活動、

急病人の救助や災害
対策のために
46億8,166万円

芝生化された坂本幼稚園の園庭をはだしで走り回る園児
耐震工事を行う雄郡小学校

たくさんの人でにぎわう
まつやま産業まつり

水
道
事
業　

単
年
度
実
質
収
支
６
年
連
続
黒
字

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道

料
金
収
入
が
予
定
よ
り
減
少
し
ま

し
た
が
、
コ
ス
ト
の
抑
制
に
努
め

た
こ
と
で
、
単
年
度
実
質
収
支
は

６
年
連
続
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
整
備
に
よ
り
普
及
率
が
59
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
中
須

賀
第
２
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
建

設
な
ど
、
引
き
続
き
浸
水
対
策
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

水
道
事
業

　

久
谷
地
区
簡
易
水
道
を
上
水
道

に
経
営
統
合
し
料
金
収
入
は
増
加

し
ま
し
た
が
、
夏
場
の
天
候
不
順
に

よ
り
給
水
量
が
伸
び
悩
み
、
収
入

は
87
億
３
３
８
８
万
円
と
予
定
を

下
回
り
ま
し
た
。
支
出
は
支
払
利

息
な
ど
の
コ
ス
ト
抑
制
で
86
億
５ 

１
４
９
万
円（
資
産
維
持
費
を
含

む
）と
な
り
、
単
年
度
実
質
収
支

は
６
年
連
続
黒
字
の
８
２
３
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
災
害
時
の

拠
点
と
な
る
水
道
管
路
管
理
セ
ン

タ
ー
の
建
設
や
配
水
支
管
の
耐
震

化
な
ど
、
よ
り
安
全
で
安
心
で
き

る
水
の
供
給
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

な
お
１
人
１
日
平
均
給
水
量
は
２ 

９
３
㍑（
中
核
市
中
２
位
）、
有
収

率
は
94
・
８
％（
同
４
位
）と
な
り
、

前
年
度
に
引
き
続
き
良
好
な
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

久
谷
地
区
を
上
水
道
に
統
合
し

た
た
め
、
料
金
収
入
８
３
１
４
万

円
、
支
出
２
億
８
２
３
２
万
円
と

い
ず
れ
も
減
少
し
ま
し
た
。
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
１
億
９
７
２ 

５
万
円
な
ど
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
事
業

　

工
場
５
社
と
契
約
し
て
お
り
、

収
入
７
億
３
４
９
５
万
円
、
支
出

５
億
２
９
８
５
万
円（
資
産
維
持
費

を
含
む
）で
、
単
年
度
実
質
収
支
は

２
億
５
１
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

健
全
経
営
を
維
持
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業

　

収
入
92
億
４
１
０
９
万
円
、
支

出
１
０
０
億
３
９
５
６
万
円
で
、

差
し
引
き
７
億
９
８
４
７
万
円
の

赤
字
と
な
り
、
赤
字
幅
は
前
年
度

よ
り
１
億
５
４
６
５
万
円
縮
小
し

ま
し
た
が
、
累
積
赤
字
は
毎
年
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
下
水
道
処
理
人
口
は
、
前

年
度
よ
り
２
７
８
５
人
増
加
し
28 

万
８
９
５
人
で
、
下
水
道
使
用
料

は
前
年
度
よ
り
２
７
５
２
万
円
多

い
52
億
１
７
４
１
万
円
と
な
り
、

増
収
を
維
持
し
ま
し
た
。

　

な
お
平
成
21
年
10
月
に
定
め
た

「
公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

掲
げ
た
目
標
数
値
を
お
お
む
ね
達

成
し
、
経
営
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
㈽
経
営

管
理
課
�
998
９
８
２
８
・
�
932

０
４
５
４
、
下
水
道
政
策
課
�

948
６
５
３
３
・
�
934
５
８
６
２
へ

災害時の拠点として整備された
水道管路管理センター

実
質
収
支

　

形
式
収
支（
歳
入
総
額
か
ら
歳

出
総
額
を
引
い
た
額
）か
ら
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除

し
た
、
当
該
年
度
に
使
う
べ
き
収

入
と
支
出
の
実
質
的
な
差
額
。

実
質
単
年
度
収
支

　

単
年
度
収
支（
当
該
年
度
の
実

質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支

を
差
し
引
い
た
、
当
該
年
度
の
実

質
収
支
の
増
減
額
）か
ら
、
実
質

的
な
黒
字
要
素（
財
政
調
整
基
金

積
立
額
や
地
方
債
の
繰
上
償
還
額
）

を
加
え
、
赤
字
要
素（
財
政
調
整
基

金
取
崩
額
）を
差
し
引
い
た
、
当
該

年
度
の
実
質
的
な
収
支
。

市
債（
地
方
債
）

　

地
方
自
治
体
が
資
金
を
調
達
す

る
た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金
。

基
金

　

地
方
自
治
体
が
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資
金
を

積
み
立
て
運
用
す
る
た
め
の
財

産
。

地
方
交
付
税

　

地
方
自
治
体
の
税
収
の
地
域
間

の
不
均
衡
を
補
う
た
め
、国
税（
所

得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、

た
ば
こ
税
）の
一
定
割
合
の
額
を

国
が
交
付
す
る
地
方
自
治
体
固
有

の
財
源
。
使
い
道
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

有
収
率

　

料
金
収
入
な
ど
収
益
に
つ
な
が
っ

た
水
量
を
、
給
水
量
で
割
り
算
し

た
も
の
。
こ
の
率
が
高
い
ほ
ど
、

水
道
管
か
ら
の
漏
水
が
少
な
い
な

ど
効
率
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

用

語

解

説

使ったお金　【歳出】 家計（１カ月） 本市（１年間）

家族の医療費など　【扶助費】 151,700円 500億7,032万円

自宅の修繕・改築　【普通建設費・維持補修費など】 83,700円 276億4,226万円

食費　【人件費】 79,900円 263億8,091万円

光熱水費など　【物件費】 63,300円 208億8,048万円

借金の返済　【公債費】 55,500円 183億1,940万円

別に住む家族への仕送り　【繰出金】 47,400円 156億5,955万円

親戚への援助など　【補助費・出資金・貸付金】 45,500円 150億3,325万円

預金など　【積立金】 8,600円 28億5,267万円

合計（②） 535,600円 1,768億3,882万円

入ったお金　【歳入】 家計（１カ月） 本市（１年間）

給料　【市税などの自主財源】 250,000円 825億3,491万円

親から支援 　【国、県支出金など】 251,100円 828億9,097万円

借金　【市債など】 50,600円 167億2,030万円

合計（①） 551,700円 1,821億4,618万円

まとめ 家計（１カ月） 本市（１年間）
収入から支出を引いた額

【形式収支（①−②）】（③） 16,100円 53億736万円

次の年に使い道を決めている額
【事業繰越充当財源】（④）

9,300円 30億6,063万円

実質的な黒字の額　【実質収支（③−④）】 6,800円 22億4,673万円

貯金・借金の残高（平成23年度末現在） 家計 本市
貯金　【基金の現在高】 1,691,000円 465億3,539万円
借金　【市債の残高】 6,268,000円 1,724億4,251万円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
�
948
６
３
２
６
・
�
934
１
８
０
３
へ

※歳出金額は、円グラフを性質別に分類しています。数字は端数処理している
ため、合計と内訳が一致しない場合があります。円グラフの公債費には、返済
に伴う事務的経費などが含まれています

一般会計の推移

平成19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

（単位：百万円）

140,000

0

160,000

180,000

200,000

155,271
163,437
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